
 

持続可能な未来のために 

副校長 宮崎 大 

 

早くも走り梅雨を思わせる天気が続いております。恵みの雨を受け、皆様におかれましては、より

一層ご清福にお過ごしのことと存じます。 

獅子ケ谷小学校での勤務も２年目となります、副校長の宮崎大です。先週行われた土曜参観では、

たくさんの方々にご来校いただきまして、ありがとうございました。真剣に学習に取り組む子ども達

の姿をご覧になられたことと思います。今年度は、これまで以上に学校の様子をお知らせして、地域

に開いていきたいと考えていますので、よろしくお願いいたします。 

さて、先日６年生の国際平和スピーチコンテストの校内選考会が行われ、学校の代表が決まりまし

た。この中でテーマとなっていた「SDGs」について、少しお話したいと思います。 

「SDGs」とは、「Sustainable Development Goals」の略称で、日本語では「持続可能な開発目標」

と訳されることが多いです。貧困、紛争、気候変動、感染症など、現在私たちはこれまで経験したこ

とがないような、たくさんの課題に直面しています。そこで、世界中の様々な立場の人々が解決の方

法について話し合い、人類がこの地球で暮らし続けていくために、2030年までに達成すべき具体的な

目標を立てました。それが、「SDGs」です。全部で１７のゴール、１６９のターゲットから構成され

ています。１７のゴールは、以下のような内容です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

獅子ケ谷小学校でも、総合的な学習の時間を中心に、子ども達自身が問題意識をもち、正解のない

課題について、自主的に調べ、考え、話し合い、そして具体的な行動へとつなげています。最近では、

国語や社会科などの教科書教材でも、「SDGs」を題材にしたものが多く、低学年から自然に意識を高

めることができるようになっています。 

このような、「SDGs」を意識した学習を進める上で大切なことは、「誰一人取り残さない」という基

本理念です。他者に共感し、それぞれの立場や考えの違いを受容しながら行動し続けることで、解決

への道筋が見えてきます。子ども達が自分達の未来を持続可能にできるように、保護者・地域の皆様

の温かいサポートを、今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

                           令 和 ５ 年 ５ 月 3 1 日 

学 校 だ よ り 
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昭和５４年３月３日制定                       横浜市立獅子ケ谷小学校 

１ 貧困をなくそう     ２ 飢餓をゼロに      ３ すべての人に健康と福祉を 

４ 質の高い教育をみんなに  ５ ジェンダー平等を実現しよう   ６ 安全な水とトイレを世界中に   

７ エネルギーをみんなに、そしてクリーンに   ８ 働きがいも経済成長も   ９ 産業と技術革新の基盤をつくろう   

10 人や国の不平等をなくそう   11 住み続けられるまちづくりを   12 つくる責任、つかう責任   

13 気候変動に具体的な対策を  14 海の豊かさを守ろう        15 陸の豊かさも守ろう   

16 平和と公正をすべての人に  17 パートナーシップで目標を達成しよう 


